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今年度、生徒一人あたりの貸出冊数は１０冊を超え、過去最高でした。 

例年は５～７冊の貸出です。あなたは１０冊以上、読みましたか？ 

   生徒一人あたり貸出冊数10冊 達成 ！！ 

今年度の１年生は読書好きが多かったこと、読書感想文コンクールへの参加、 

授業活用、朝の読書等、あらゆることが功を奏し、多くの生徒さんが本に親しむことができた

１年間でした。 

【１学年・２学年 ベスト３】（３/18 現在）  

 

 

 

 

 

春休み 読書のすすめ   

春休み特別貸出をしています。２０冊、４月１０日まで借りられます。たくさん本を借り、春休

みの間、ゆったりと本に親しみましょう。先生方からのおススメ本も展示・貸出しています。 

 

若い人に贈る読書のすすめ  

若い人たちが本を読まなくなったといわれて、久しくなります。若い人たちが本を読まなく

なったという年上の人たちの言葉は、若いときにこそ本を読むべきであったという、後悔の言

葉でもあります。あなたのみずみずしい感性、好奇心、柔軟な思考、そうしたものを豊かに持

ち合わせている〈若いとき〉に読書をすることは、後の生き方に必ずや大きな実りをもたらし

ます。あなたが読書を日常のなにげない習慣にすれば、思いもかけない幸せな「本との出会い」

がきっとやってくるにちがいありません。 ―読書推進運動協議会作成パンフレットより― 

 

 

先生おススメ本 

図書館には面白い本がたくさんあります。 

今回は７名の先生方より一言メッセージを 

添えて本を紹介していただきました。 

        

井田実華子先生  『高校入試』      湊かなえ/著     角川書店 

下田あゆみ先生  『空飛ぶタイヤ』    池井戸 潤/著    実業之日本社  

垣田健悟先生   『みずうみ』       川端康成/著       新潮文庫 

三好孝一郎先生  『ゴールデンスランバー』  伊坂幸太郎/著   新潮社 

清水俊文先生  『何のためにスコアをつけるのか 分析野球』  大田川茂樹/著  舵社 

中西須美子先生  『自分はバカかもしれないと思ったときに読む本』 竹内薫/著  河出書房新社 

二子石晶先生  『心を整える。～勝利をたぐり寄せるための５６の習慣～』 長谷部誠/著  幻冬舎 

       １位 ２位 ３位 

１学年 ５組 ７２６冊 ７組 ７１５冊 ６組 ６０９冊 

２学年 ５組 ３５３冊 ２組 ３００冊 ６組 ２９０冊  


